















































































































値を示し、 N-Acerylleucine 、 Ornithine 、 5-Hydroxylysine 、 Carnosine 、 4-Amino-3-
hydroxybutyric acid は有意に低値を示した。さらに、高照度光条件において、Adenosine






 研究課題 2 では、人為的な急性の睡眠障害がパフォーマンスを低下させる機序には、
尿中の 11 の代謝産物が関与している可能性が示された。その中でも Carnosine と
Anserine_divalent は、イミダゾール基を持つヒスチジンで構成されたアミノ酸のジペプ
チドで、イミダゾールジペプチドと総称されており、抗酸化・抗疲労作用を持つ。研究














































ールジペプチド 1.5g/日を 1 週間摂取すると、睡眠時間の減少を抑制することが示さ
れた。また、1 週間のイミダゾールジペプチド摂取により、パフォーマンスの低下
が抑制されることが示された。 
 
以上の結果は、急性の睡眠障害がパフォーマンス低下を引き起こす機序を明らかにする
ものであり、イミダゾールジペプチドの摂取は、試合前や高強度トレーニング期におけ
る緊張や不安、疲労による急性的な睡眠障害の影響を低減し、パフォーマンスの維持・
向上を図り、アスリートのコンディショニングにおいて重要な新知見を提供するもので
あると考える。 
1. また、本研究から得られた結果は、アスリートという対象に留まるものではなく、
睡眠時間の減少や、スマートフォンなどの普及による夜間の光暴露時間の増加、慢
性的な疲労などの諸問題を抱える現代に生きる人々にとって、大きな効果が期待で
きるものと考える。
 
